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Japan us Japan us
National 99 621,126
Public 66 599 101,062 6,318,000
Private 457 1536 1,978,916 3,005,000
total 622 2135 2,701,104 9,323,000
※Japanesedataarefrom1999(MonbushoGakkoKihonChousha).USdataareestimatesfo 「1993(USDigestofEducationalStatistics)
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あ とが き
“翻訳や英語で論文を書くことの難しざ イタリアの諺に“Traduttoritraditori.”"Translatorsaretraitors."
というのがある。「翻訳は困難で、誤解をしやすいし、されやすい。」と言う意味である。
翻訳は、ある場合には比較的簡単で易しいが、ある場合には不可能であると言っていいほど困難
である。それが易しいか難しいかは、第一に、訳そうとする言語なり文章の目的による。第二に、
どこの国の言語からどこの国の言語に訳すかによって決まる。もしも二つの国の言語が、語源的に
も、文法、構造上からも比較的似かよったものである場合、たとえば英語、フランス語、ドイツ語
といった三つの言語のいずれかから、そのうちの他の言語に訳す場合には比較的容易であるけれど
も、日本語と英語のようにいろいろな意味でかけ離れている言語同志の訳は困難である。第三は、
急激に変わりつつある言葉を他の国の言葉に訳すことは困難であるがそうでない場合には比較的易
しいと言えよう。純粋に技術的な目的のものである場合には翻訳は非常に楽である。たとえば理科、
工科系統の論文のようなものの翻訳も比較的容易であるといえよう。このような技術的なものには
人間の感情や情緒は含まれていないし、風俗、習慣やその国民固有の心情も含まれていないのが通
例である。しかもこういう技術的ものには、それ特有の技術的用語があって、この用語さえわきま
えていれば大きな誤りを犯さずに訳せる。
わたしは、アメリカの大学に在学していた頃から日米文化交流に貢献する目的で、日米比較言語、
文化、教育の論文を数多く書いてきた。英語が母国語でないものが英語で論文を書くと陰で確証も
ないままにいろいろと誤解を生むような噂を流す人がいるのも事実である。このようなことを気に
していては、いつまでたっても日本人の英語はよくならないし国際的な理解も得られないであろう。
もし、サイデンステッカー氏が、川端康成の「雪国」を翻訳しなかったら日本文学を世界の人々に
紹介出来なかったし川端康成のノーベル文学賞も実現しなかっただろう。
以上のように国語や言葉の本質などからみてさまざまな困難を克服しながらも翻訳や英語で論文
を書かなければならない。また書く必要があるのである。ここに日本を諸外国へ紹介する必要性と
価値が生まれるからである。
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